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2021年 1月 27日

菫爾ナに勝つ元気な減動を
あけまして おめでとうございます。会員の皆様には健

やかな新年をお迎えの事とお慶び申し上げます。

昨年はコロナで始まってコロナで終わる、私たちにとっ

て大変不安の多い年でした。今年は、オリンピックの開催
の年であり早くコロナが終息し安心で明るい年になることを希望しています。
政治では、菅政権に変わり、今年中に衆議院議員の選挙があります。

私たちが支援しています 5区 (東海村、日立市、高萩市、北茨城市)選出の浅野

衆議院議員の 2期 目の選挙です。前回の反省を生かし小選挙区での勝利が絶対
であり、勝友会の皆様方のご支援とご協力をお願いします。

さて、勝友会は、昨年結成 45周年を迎え今後の 50周年に向けた活動を発す
るところでしたが、コロナの影響を受け一部の活動となりました。

会員の減少・高齢化は否めませんが、状況を見極めながら会員のニーズに添った

元気の出る活動を目指して行きたいと思います。
一方、会社の動向では、移管された「日本ア ドバンスロール機」及び「鶴クリ

アライズ」は今のところ順調に運営されていると聞いています。

勝友会活動は、皆さんの要望もあり健康増進策の活動を多く取り入れ下記に

記載しました当面の行事を予定通りに行います。スター トとしてグラウンドゴ

ルフを、そして「お花見&グラウンドゴルフ」をセットした活動と「同好会ゴル
フコンペ」などを取り組んで行きます。本年も日立労組日立国分支部・輸日立パ

ワーソリューションズ様等のご支援・ご協力を頂きながら推進して行きます。

会員 (家族含む)の皆様に多くのご参加を頂くためには、行事日程を確認して

予定に入れて頂き、楽しい活動にして行きましょう。

終わりに、皆様に於かれましては、健康に留意し力強く生きる一年となります
ようご析念申し上げ新年の挨拶といたします。      会 長  高崎 修一

わけまして おめでとうござゆます
今年もよろしくお願い申し上げます 幹事一同

当面の行事予定
1.グラウンドゴルフ大会 (い こいの村涸沼)

2.グラウンドゴルフ&お花見 (日立パワーグランド)

3.同好会ゴルフコンペ(場所は後報)

4.第 46回勝友会総会 (ク リスタルバレス長寿荘)

以上ですが、あくまでも予定であり、状況によつて

|ま変更がありますので情報をよく見てしヽて下さひ。

2月 17日 (水 )

4月 3日 (土 )

5月 13日 (本 )

6月 26日 (土 )

会員の動向

訃報  橋本 義男さん 騰 鋳職場) 令和 2年 12月 8日 (92歳 )

議んでお悔やみ申し上げますと共にご翼鶴をお揚りいたします



新年のご挨拶

安議して暮ら機る茨は警
新年明けましておめでとうございます。
勝友会の皆さんにおいては健やかに新春を迎えられたも

のとお慶び申上げます。
新型コロナウィルス感染症の収東が見通せない中、不安

を抱えながらも懸命に感染拡大防止と命を守るために活動
するすべての方々に感謝と敬意を表します。
私は、行政が果たすべき役割をしっかりと提言していくとともに、地域住民の

皆さんが安心して暮らせる茨城、真の豊かさを実感できる茨城をめざし、これか
らも地域の声に耳を傾け、国。県 0市町村が連携しそれぞれの役割を果たすこと
ができるよう全力で取り組んで参 ります。
皆さんのこれまでのご支援に感謝申し上げると同時に、今後とも変わらぬご

支援とご協力、ご指導を宣しくお願いいたします。
本年がご家族を含めた皆さんにとって幸多い年となることをお祈 り申上げ、

新年のご挨拶とぃたします。本年も宜しくお願いいたします。

茨城県議会議員 二川 英俊

コロナ通の中 総合計画の実行を
新春を健やかにお迎えのこととお慶び申し上げます。
勝友会の皆様には、日頃より議会活動に対しましてご支

援とご協力を賜り心から感謝申し上げます。
2020年は、新型コロナウイルス感染症が国内外で拡大し

歯止めがかからない状況が続いております。皆様の生活に
おいても、自粛活動をはじめ多くの変化を経験し大変ご苦労があった事と思い
ます。引き続き、皆さまのご理解とご協力をいただきながら国、県と連携を密に
し:感染対応そ して41L会経済藩動の商立正面 llj√ 全万で政τ蘊んで歩う妥す。
2021年度から、ひたちなか市第 3次総合計画後期基本計画 (5か年)がスタ

T卜 します。主な事業としては、佐和駅東西自由通路駅舎整備や高場陸橋の4草
線化、雨水幹線整備、笹野消防署の庁舎建て替え、ひたちなか海浜鉄道湊線延伸
などを位置づけておりま丸 直近での 1年間を見ますと、市内初めてとなるだヽ中
一貫の統合校「美乃浜学園」の開校、新上坪浄水場からの水道水の供給が開始さ
れます。まずは、これらの事業をコロナ禍ではありますが計画通りに立ち上げる
ことが重要と考えます。結びに、皆様とご家族にとりまして、本年が実り多き素
晴らしい一年になりますことをお祈 り申し上げます。

ひたちなか市議会議員 深谷 寿一
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ウィキペカ ア

甲州財閥 ‐Wittpedia

出典:フ リー百科事典『ウイキペディア (Wikipedia)』

甲州財閥 (こ うしゆうぎいばつ)と は、明治期の東京や横浜で顕著

な経済活動 を行 っていた甲州 (山 梨県)出身の実業家たちのこと

で、著名な人物は、若尾逸平、若尾幾造、若尾埠八、雨宮敬次郎、

根津嘉一郎、小野金六、穴水要七:力 池ヽ国三t佐竹作太郎、神戸挙
二、塩内良平驀あるい]。 そあ■ネも若尾逸平と雨宮敬次郎は二大巨

頭と言われそいる[?]。 甲州財閥の実業家たちは協力し合うこともあ

ったが、対立することもあつた[2]。 例えば、雨宮敬次郎は1893年

lo月 に東京市街鉄道の設立を申請しているが、若尾逸平は翌11月 に

東京馬車鉄道あ電化を申請しており、東京市街の鉄道 (路面電車)

に嘉tヽ そ二人は対立していた[31。
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甲州財閥の一人である根津嘉―

郎の銅像。
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概要

郷土意識で緩やかな資本連合を持っていた山梨出身の実業家を意味する総称で、明治中期から昭和

初期にかけて鉄道会社や電力会社・証券金融会社を設立または買収し、各方面へ幅広く展開した。

「財閥」・どは、本来は三井財閥や住友財閥など異種の業種が同族的支配関係により組織された独占

資本を意味するが、ジキ■ナリズムにおしヽては実業家集団の結団を指すことがあり、同様の総称に
は江州財閥 (近江商人)、 佐賀財閥、中京財閥がある。

関西を中心に活動し、阪急東宝グループの創始者の一人である小林一三は山梨出身者であるが、甲

州財閥とは別の地方財閥と見なされている。

甲州財閥の盛衰

https4a.wikipedia.org/wik′ 甲州財閥 1/4



甲州財酢 Wikipedia

甲斐国では近世に甲府城下町が発達し、甲州街道や富士川舟運をはじめとする諸街道・物流網が成
立し商業が展開される:甲府城下町 (新府中)ネは八日町 (甲府市中央)を 中心に大店を構える有
力商人が出現し、一方で在方においても養蚕や煙草、果樹栽培など商品作物の栽培が行われ、農問
余業として行商を行う商人が出現した。また、富士川舟運では廻米輸送を行う下げ荷として塩など
の物産を移入しており、これに携わる有力商人が存在していた。

安政6年 (1859年)横浜港が開港されると、甲州屋忠右衛問 (篠原忠右衛門)、 川手五郎右衛門、若
尾逸平ら投機商が出現し、彼らは横浜に店を構え蚕糸や果樹など甲州物産を輸出し財をなした。忠
右衛門らはその後養蚕恐慌により没落するが、若尾逸平らは新興町人として成長し、彼らはいずれ
も甲府町方の商人に対して在方に出白をもっている。

明治中期には若尾逸平、雨宮敬次郎、根津嘉一郎らの先駆者に続き小野金六、小池国三、古屋徳兵
衛、堀内良平らが出現し、彼ら養蚕・生糸事業で得た資本を当時有望性のあらた鉄道や電力などの
新事業に参入する。中央線の敷設に際し―ては対立するものの、1896年 (明治29年)に は山梨県内の
豪商農層を総動員して東京電燈9鶴式過半数を買い占め、電気やガスなどの公共事業や株式投資で
産業界における存在感を強め、明治後期・大正時代には山梨県政や東京市政ご;参画した。

昭和初期の金融恐慌で総帥的立場にあった若尾家が没落じt世代交代により郷土意識が希薄化する
と影響力は弱体死する。戦後は財閥解体などにより規模が縮小し、その後もロッキード事件などの
汚職に甲州系資本が関与したなどによるイメージダウンや、平成不況などにより廃業・合併する企
業が増えるな―ど現在では甲州系資本の影響力は低下している。

甲州財閥は戦後の山梨県近現代史研究においても主要な研究テーマとなっており、斎藤康彦は若尾
家を題材に地主(企業家、銀行家のそれぞれの側面から分析し、甲州財閥を支えた豪農商層の考察
や地方産業の研究と合わせて山梨県近現代の経済産業史を通観している。また、山梨県立博物館で
は若尾家など甲州財閥に関係する展示を行っている。

甲州財閥・甲州系資本関係人物一覧

亜輪 ::E,「:三言:「三
ぜ電喜lFl戴ζ襲暑雫

箇耐響 童ぅ炉諄饗を示に 、記事の改割こ拡 だれヽ議

甲州財閥

・ 甲州屋忠右衛門

・ 根津嘉一郎 (初代)(東武鉄道や南海電気鉄道に関与し、根津

財閥を形成)

・ 雨宮敬次郎 (雨宮製作所や日本製粉などの創業者)

・ 若尾逸平 (東京電澄などの創業者)

・ 小野金六 (富士身延鉄道社長)         . :

・ 小池国三 (山一證券創業者、前述の若尾に師事した後、独

立 )

・ 古屋徳兵衛 (松屋百貨店創業者)

・ 堀内良平 (富士急行elj業者、衆議院議員の堀内光雄は孫)

・ 神戸挙― (東京電燈などの社長)

その他甲州系財閥

・ 穴水熊雄 (京正電気軌道社長)

https://ia.Wittpedia.org/wi日 ′甲州財閥

小池国三

214
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・ 穴水清彦 (相模鉄道)1

・ 穴水要七 (相場師、衆議院議員、

力))

・ 小佐野賢治 (国際興業創業者 )

・ 小林一三 (阪急電鉄 )

・ 早川徳次 (東京地下鉄道 (旧))

中田大三 (神戸電鉄 )

佐藤晴雄 (京浜急行電鉄 )

古屋哲男 (富国生命 )

小林宏治 (日本電気 )

真鍋八千代 (後楽園 )

赤尾好夫 (旺文社 )

辻信太郎 (サンリオ)

小林中 (日本開発銀行 )

三神良三 (東京會舘 )

田邊七六 (日本軽金属 )

ぷ ―露帥 州財閥 ‐Wにpedね

富士製蘊 (後の王子製紙)および北海道電燈 (現北海道電

脚注

13

2.

3.

A 『:鉄撻室』 (p101)
Aab 『j決進i』  (p102)
A 『i決進室』 (p104)

参考文献

(著者・編者の五十音順)

・ 老川慶喜『鉄道』

4490202908。

東京堂出版 〈日本史小百科 ―近代〉、1996年 9月 17日、初版。ISBN 978-

・ 小泉剛『甲州財閥 ‐日本経済の動脈をにぎる男たち』新人物往来社、1975年 .

ASIN B00039FJ7G(httpS:〃 WWW.amttq鳳∝再p/dp/B00039日 7G)。

・  斎藤芳弘 『新編 甲州財閥物語』山梨新報社、 2000年。 ISBN 9784990075217.

外部リンク

・ 山梨中銀資料館内の甲州財閥展ページ (http:〃 WWW.yamanashibank.co.jp/shiryo/theme.ht

ml)

「https:/湾 a・Wikipedia.org/W/indeX,php?tue=甲 り劇財閥8toldid=75889143」 から取得

https://Ja.wttpedb.org/wik1/甲 州財閥 3/4


